
（一社）名古屋林業土木協会

1　実施年月日

2　実施場所

3　参加会員数

会員企業人数

その他人数

のべ人数

4　活動内容

活動内容

令和8年5月28日

岐阜県岐阜市

岐阜森林管理署

金華山国有林

26名

47名

73名

社会貢献活動（地域ボランティア活動）実施報告

活動写真

　岐阜森林管理署（神崎 弘治 署長）では、金華山国有林（国史跡、自然観察教育林、林野庁指
定「日本美しの森～お薦めの国有林～）の金華山ドライブウェイ周辺において、名古屋林業土木
協会小坂支部（梅田桂司支部長）及び岐阜支部（所克仁支部長）、名古屋造林素材生産事業協
会、岐阜森林管理署、中部森林管理局森林・技術支援センターほか関係団体等合わせ総勢７３名
で４班に分かれゴミ拾いを行いました。
　金華山は岐阜市のシンボル的存在で、その歴史は織田信長の居城としても有名です。市街地中
心にあってこのような森林が残ったのは、「天領・お留め山」「御料林」そして戦後は国有林と
して各種規制をかけて保護・管理されてきたことにあると言われ、山全体は、ツブラジイ・アラ
カシを主とした照葉樹で覆われており、「金華山」の山名は、ツブラジイの花が咲くと山全体が
黄色く見え、金色に輝いて見えることに由来するとも言われています。岐阜森林管理署では、金
華山国有林をレクリエーションの森の自然観察教育林に指定し、より市民に親しまれる森林へと
取り組まれていますが、森林内を金華山ドライブウェイが走り、心ないゴミのポイ捨ても見られ
ることから、同ドライブウェイ沿線の投棄ゴミの収集を毎年実施しています。

国有林クリーン（ゴミゼロ）活動2026～岐阜署会場～

挨拶をする神崎弘治 岐阜森林管理署長 ゴミゼロ活動の参加者（岐阜森林事務所前）



金華山ドライブウェイ沿い ごみゼロ活動に参加された皆さん



（一社）名古屋林業土木協会

1　実施年月日

2　実施場所

3　参加会員数

会員企業人数

その他人数

のべ人数

4　活動内容

社会貢献活動（地域ボランティア活動）実施報告

活動写真

　国有林では毎年5月30日を「５３０(ゴミゼロ)の日」として、「国有林ゴミゼロ運動」と称し、
管内の自然休養林等「レクレーションの森」や一般の入り込み者の多い林道において5月28日から
6月9日にかけて地元自治体や地域の関係団体と連携して一斉清掃整備活動が行われており、この
活動には名古屋林業土木協会も全面的に協力しています。
　飛騨森林管理署（辻井正徳署長）では沿線が国有林の県道「飛騨卯の花街道」及び日本一標高
が高いパーキングエリアがある東海北陸自動車道の松ノ木峠付近を併走する国道沿線で取り組ま
れました。周辺はオートキャンプ場や田舎暮らし・自然体験スポットが整備された「彦谷の里」
や、猪臥山の登山口となっており四季を通じて登山者が訪れます。また、東海地方一の寒冷地
「荘川町六厩地区」から飛騨高山方面へ向かう松ノ木峠は周囲を国有林に囲まれた自然豊かな所
です。
　当日は名古屋林業土木協会飛騨４支部（神岡支部長:加藤勝、古川支部長:杉浦仁司、久々野高
山支部長:長瀬雅彦、荘川支部長:小坂健太郎）、名古屋造林素材生産事業協会、飛騨森林管理
署、関係団体等の参加者合わせ総勢54名が二班に分かれゴミ拾いを行いました。沿線は一見綺麗
ですが、路肩の藪にはペットボトル、空き缶のほか投棄された廃棄物もあり、山里・渓谷の景観
を守るため見落としの無いよう回収しました。

国有林クリーン（ゴミゼロ）活動2026～飛騨署会場～

作業開始前の打合せ 開催挨拶される辻井正徳飛騨森林管理署長

活動内容

令和8年5月28日

岐阜県高山市

飛騨森林管理署

彦谷国有林

25名

29名

54名



県道沿い待避場の清掃 作業を終えた参加者一同



（一社）名古屋林業土木協会

1　実施年月日

2　実施場所

3　参加会員数

会員企業人数

その他人数

のべ人数

4　活動内容

社会貢献活動（地域ボランティア活動）実施報告

活動写真

　（一社）名古屋林業土木協会愛知支部（安藤和央支部長）と、名古屋造林素材生産事業協会愛
知支部は合同で「定光寺自然休養林」の森林交流館駐車場や丸根山園地等の施設周辺の草刈り清
掃をフォレスト・サポーターズ活動の一環として実施しました。
　定光寺自然休養林は、名古屋市の北東、岐阜県境の庄内川沿いに位置し、東海自然歩道をはじ
めとする登山道や遊歩道が整備されています。野鳥のさえずりを聞きながら森林浴を楽しむこと
ができるほか、近隣には尾張徳川家の菩提寺として知られる定光寺などの史跡・名勝もあり、四
季を通じて名古屋都市圏の野外レクリエーションの場として多くの方々に親しまれています。
　当日は午前中に愛知森林管理事務所主催のゴミゼロ運動が行われ、両協会ではその終了後、同
事務所が管理する森林交流館周辺に繁茂した雑草を、各自が持ち寄った刈払機を用いて刈り払い
しました。朝から快晴で気温が高く、汗ばむ陽気となりましたが、参加会員は汗を拭いながら懸
命に作業に取り組みました。作業後には施設周辺の見通しが大きく改善され、利用者が安心して
散策できる環境が整備されるとともに、不法投棄の抑止効果も期待できるものとなりました。
　両協会では、今後も森林を訪れる多くの皆様に、快適かつ安全に自然散策やハイキングを楽し
んでいただけるよう、森林整備などの社会貢献活動に積極的に取り組んでいくこととしていま
す。

「森林交流館」周辺整備 ～愛知支部～

休養林広場の清掃 丸根山園地の除草作業の様子

活動内容

令和8年6月1日

愛知県瀬戸市

愛知森林管理事務所

瀬戸国有林

10名

8名

18名



「森林交流館」前の除草 ボランティア活動に参加された皆さん



（一社）名古屋林業土木協会

1　実施年月日

2　実施場所

3　参加会員数

会員企業人数

その他人数

のべ人数

4　活動内容

社会貢献活動（地域ボランティア活動）実施報告

活動写真

　愛知森林管理事務所（愛知県新城市：山下正輝 所長）が計画した「定光寺530（ゴミゼロ）運
動」は、（一社）名古屋林業土木協会愛知支部（安藤和央支部長）、名古屋造林素材生産事業協
会、愛知森林管理事務所ほか関係団体等合わせ総勢４2名が参加し、定光寺自然休養林でゴミ拾い
の清掃活動を行いました。
　定光寺自然休養林は、愛知森林管理事務所が管理する瀬戸国有林内に位置し、標高50mから327m
の丘陵山地で、全区域が愛知高原国定公園に指定されています。スギ・ヒノキなどの人工針葉樹
と、カシ・シイなどの天然広葉樹林が広がる緑豊かな自然環境が特徴で、休養林内には森林交流
館や、桜と紅葉の名所として知られる定光寺などの史跡・名勝が点在し、名古屋都市圏の野外レ
クリエーションの場として四季を通じて多くの利用者に親しまれています。
　毎年継続してゴミゼロ運動が実施されていますが、集積するゴミの量は減らない状況にあると
いった説明がありました。今回も、道路下の森林内には、生活ゴミの散乱やマットレスやタイヤ
などの粗大ゴミが不法投棄されている箇所も確認されました。

国有林クリーン（ゴミゼロ）活動2026～愛知所会場～

活動開始前のセレモニー 林内でのゴミ収集

活動内容

令和8年6月1日

愛知県瀬戸市

愛知森林管理事務所

瀬戸国有林

10名

33名

42名



県道沿いに集積された投棄ごみの一部 ごみゼロ活動に参加された皆さん



（一社）名古屋林業土木協会

1　実施年月日

2　実施場所

3　参加会員数

会員企業人数

その他人数

のべ人数

4　活動内容

社会貢献活動（地域ボランティア活動）実施報告

活動写真

　名古屋林業土木協会富山支部（高平 公輔 支部長）では、富山市の大沢野国有林において富山森
林管理署（青野 洋德 署長）が取り組む獣害対策の協力要請を受け森林整備作業を行いました。
 近年、クマの目撃情報や野生鳥獣による農作物被害が報告されるとともに、地域住民から「つる植
物や灌木が繁茂して見通しが悪くなり、有害鳥獣の隠れ場所になっているのではないか」といった
不安の声が富山森林管理署へ寄せられています。
　このため同署では、都市近郊林でもある同国有林について、地域住民の生活道路に隣接する立地
条件を踏まえ、クマなどの野生鳥獣との緩衝帯としての機能を確保することを目的に、木竹や灌
木、雑草等が繁茂した箇所の森林整備を計画的に実施しています。
　富山支部ではこの取組に協力し今回で3回目となるボランティア作業を実施しました
　当日は、作業地が見通しが悪いことや斜面での作業となるため、十分な安全作業の注意指示･説明
を受けた後、 参加者を4班に班分けして作業に着手しました。
　現地は灌木や蔓類が繁茂し絡んだ状態となっており想像以上に大変な伐木等森林整備の作業とな
りました。有害鳥獣の隠れ場所になっているという状況を感じるとともに、実際に10匹以上の猿が
作業エリアから退散するのを参加者は目撃しました。
　作業は２時間程度実施し、ケガ等のトラブルなく予定していたエリアはほぼ滞りなく終了できま
した。なお、富山森林管理署のプレスリリースにより地元放送局の現地取材があり、同日のＮＨＫ
ニュースで放送されこの活動や獣害対策の取り組みを広く情報発信することができました。

防風保安林の整備作業（獣害対策） ～富山支部～

山田英人富山森林管理署次長挨拶 作業説明と安全指導

活動内容

令和8年6月8日

富山県富山市大沢野

富山森林管理署

大沢野国有林

14名

9名

23名



作業を終えて参加者一同 当日のNHKニュースの一コマ

作業前の防風保安林 作業後

作業の様子 茂覆った枝や灌木を切除して伐開



（一社）名古屋林業土木協会

1　実施年月日

2　実施場所

3　参加会員数

会員企業人数

その他人数

のべ人数

4　活動内容

38名

50

社会貢献活動（地域ボランティア活動）実施報告

活動写真

　東濃森林管理署（中津川市付知町：渡部 謙太 署長）が計画したゴミゼロ活動は、一般者の入
り込みの多い「付知峡自然休養林」（加子母裏木曽国有林）の林道沿線で清掃を実施しました。
　当日は、名古屋林業土木協会東濃３支部（付知支部長:三尾秀和、中津川支部長:佐々木典博、
坂下支部長:加藤政太郞）11社12名のほか、東濃森林管理署職員や付知観光協会、中津川市加子母
及び付知総合事務所、名古屋造林素材生産事業協会、地元ＮＰＯ団体など多くの団体から参加さ
れ、あわせて総勢50名が、ゴミ拾いや林道の草刈りなど清掃活動を行いました。
　作業は、加子母裏木曽国有林内の裏木曽古事の森に繋がる白川付知林道沿線の延長約4.7Ｋｍの
間で行われ、林道脇にポイ捨てされた空き缶などのゴミ拾いのほかに、刈払機や高枝切り鋸を使
い、林道法面に繁茂しカーブの見通や車両の通行に支障のある草や枝の除去を行いました。今回
この地方では6月2日に来襲した台風6号の強風が吹き荒れ、道路上には倒木や枝条の散乱、道路上
は濡れ枝葉で滑りやすい状況であったため、ゴミ拾いよりも路面清掃が主な作業となりました。

国有林クリーン（ゴミゼロ）活動2026～東濃署会場～活動内容

令和8年6月9日

岐阜県中津川市

東濃森林管理署

加子母裏木曽国有林

12名

作業開始前の打合せ 開催挨拶される渡部謙 東濃森林管理署長



県道沿い除草と台風6号で散乱した枝葉の吹き飛ばし 落下の恐れのある枯枝や接触する枝の切除

綺麗に清掃されました 作業を終えた参加者一同


